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ふ
ん
わ
り　
い
っ
ぱ
い
シ
ャ
ボ
ン
玉

　
　
夢
の
よ
う
に
虹
色
で

　
　
　
　
わ
く
わ
く
す
る
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
。
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土
砂
災
害
の
前
に
は
、
前
兆
現
象
が
見
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
現
象
が
見
ら
れ
た
場
合
に

は
、
土
砂
災
害
が
発
生
す
る
危
険
性
が
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、

速
や
か
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

特集

　梅雨から夏にかけての時
期は、長雨や台風により、
土砂災害が発生する危険性
が高まります。特に沢の近
くや急な斜面では、土石流
や地すべりが発生しやすく
なりますので、周辺の地形
や避難方法を確認し、土砂
災害に備えましょう。

問 消防防災課☎285-3131

土
砂
災
害
の
前
触
れ

土石流が通った跡

６月は土砂災害防止月間です！

　
私
有
地
に
あ
る
「
自
然
斜
面
」
や
「
よ
う

壁
」
な
ど
は
、個
人
の
財
産
の
一
部
で
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
崖
地
の
管
理
は
土
地
の
所
有
者

が
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
崖
崩
れ
を
起
こ
し
て
、
他
人
に
損
害
を
与

え
な
い
よ
う
に
、
日
頃
か
ら
十
分
な
管
理
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

私
有
地
の
災
害
対
策

―みんなで防ごう土砂災害―

土
石
流
の
前
触
れ

● 

雨
で
増
水
し
て
い
る
川
の
水
位
が
、

急
に
下
が
る

●
山
鳴
り
が
す
る

● 

川
の
水
が
濁
り
、
木
な
ど
が
流
れ
て

く
る

● 

火
薬
の
よ
う
な

　
に
お
い
、
生
臭
い

　
に
お
い
が
す
る

地
す
べ
り
の
前
触
れ

●
沢
や
井
戸
の
水
が
増
減
す
る
、
濁
る

●
地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
る

●
樹
木
が
傾
く

●
地
鳴
り
が
す
る

崖
崩
れ
の
前
触
れ

●
崖
か
ら
の
水
が
濁
る

●
崖
か
ら
小
石
が
落
ち
て
く
る

●
崖
に
割
れ
目
が
で
き
る

●
地
鳴
り
が
す
る
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土石流によって全壊した家屋

　
土
砂
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、
住
民
の

生
命
・
身
体
に
危
害
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る

区
域
は
、
土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
き
「
土

砂
災
害
（
特
別
）
警
戒
区
域
」
に
指
定
さ
れ

ま
す
。

　
愛
川
町
で
は
34
カ
所
が
土
石
流
の
「
土
砂

災
害
警
戒
区
域
」
に
指
定
さ
れ
、
そ
の
う
ち

21
カ
所
が
「
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
」
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
位
置
図
は
神
奈
川

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
告
示
図
書
：
神
奈

川
県
」

http://w
w

w
　pref　kanagaw

a　jp/
osirase/sabo/bousai/keikai/401　
htm

l

　
住
ま
い
や
勤
務
場
所
が
土
砂
災
害
警
戒
区

域
内
や
区
域
周
辺
に
あ
る
方
は
、
あ
ら
か
じ

め
避
難
方
法
を
確
認
し
、
雨
の
多
い
時
期
に

は
前
触
れ
に
注
意
を
払
う
な
ど
、
土
砂
災
害

に
対
し
て
特
に
備
え
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
土
砂
災
害
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に

は
、
町
か
ら
避
難
に
つ
い
て
の
情
報
が
発
令

さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
情
報
は
防
災
行
政
無
線
放
送
や

防
災
情
報
メ
ー
ル
、
町
の
広
報
車
や
消
防
団

な
ど
に
よ
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
避
難
情
報
は
「
避
難
準
備
情
報
」
→
「
避

難
勧
告
」
→
「
避
難
指
示
」
の
順
番
で
緊
急

の
度
合
い
が
高
ま
り
ま
す
の
で
、
段
階
に
応

じ
て
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

避難準備情報

緊急度 土砂災害による被害が発生する恐れが高く
なったときに、発表されます。避難の準備と
して、テレビやラジオの情報に注意しましょ
う。避難に時間がかかる人は、この段階で避
難しましょう。

避難勧告
被害が発生する恐れが明らかに高くなったと
きに、発表されます。家族や周りの人たちと
声を掛け合い、注意して速やかに避難しま
しょう。

避難指示
被害が発生する恐れが非常に高くなったとき
に、発表されます。すぐに避難しましょう。
時間がないときは建物の上の階へ移動するな
ど、命を守るための行動を取ってください。

　
町
で
は
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
な

ど
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
土
砂

災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま

す
。
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
町
民
の

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
取
り
入
れ
る
た

め
に
、
各
地
区
で
検
討
会
を
開
催
す

る
予
定
で
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

低

高

避難訓練の様子

避
難
時
の
心
得

町
内
の

土
砂
災
害
警
戒
区
域

土
砂
災
害
警
戒
区
域

　
土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
い
て
指
定
さ

れ
た
、
土
砂
災
害
の
恐
れ
が
あ
る
区
域

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

　
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
う
ち
、
建
築
物

に
損
壊
が
生
じ
、 

住
民
に
著
し
い
危
害
が

生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
区
域

　
土
砂
災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
す
る

た
め
に
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
地
域
、
行
政

の
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
一
人
一
人
が
防
災
に
つ
い
て
知
る
努
力
を

す
る
こ
と
、
ま
た
行
政
が
防
災
に
つ
い
て
知

ら
せ
る
努
力
を
す
る
こ
と
が
、
災
害
か
ら
命

を
守
る
た
め
に
重
要
で
す
。

　
町
か
ら
も
積
極
的
に
防
災
情
報
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
の
で
、日
々
の
防
災
へ
の
備
え
や
、

地
域
の
防
災
訓
練
に
参
加
す
る
な
ど
、
日
頃

か
ら
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

写
真
提
供
：
総
務
省
消
防
庁
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

防
災
48
」（
避
難
訓
練
の
様
子
を
除
く
）

協
力・協
働
で
土
砂
災
害

か
ら
命
を
守
ろ
う
！
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問
行
政
推
進
課
協
働
推
進
班
☎（
内
線
）３
２
４
４

自治会

自
治
会
活
動
の
新
リ
ー
ダ
ー

区
長
21
人
が
決
ま
る

　
こ
の
ほ
ど
各
行
政
区
で
、
自
治
会
活
動

の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
新
し
い
区
長
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

　
町
に
は
21
の
行
政
区
（
自
治
会
）
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
住
む
皆
さ
ん
が

互
い
に
助
け
合
い
、
活
力
に
満
ち
た
地
域

を
つ
く
ろ
う
と
、運
動
会
や
盆
踊
り
、防
犯・

防
災
活
動
な
ど
、
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た

活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
区
長

の
皆
さ
ん
は
、
厚
木
警
察
署
か
ら
地
域
防

犯
連
絡
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
る
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
役
職
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

４
月
23
日
に
開
催
さ
れ
た
第
１
回
区
長

会
で
、
区
長
会
長
に
馬
場
紀
光
箕
輪
区
長
、

副
会
長
に
引
木
政
昭
六
倉
区
長
と
中
島
良

一
両
向
区
長
、
会
計
に
住
吉
健
二
桜
台
団

地
区
長
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

自
治
会
の
主
な
活
動
◆

災
害
時
の
活
動　
避
難
所
の
運
営
や
炊
き

出
し
な
ど
に
力
を
発
揮
し
ま
す
。

お
茶
の
間
通
信
の
配
布　
毎
月
15
日
発
行
の

町
の
広
報
紙「
お
茶
の
間
通
信
」は
、自
治
会
の

配
布
員
を
通
じ
て
各
家
庭
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

各
種
の
活
動　
運
動
会
や
盆
踊
り
な
ど
親

睦
活
動
の
ほ
か
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
環

境
美
化
活
動
、
防
災
訓
練
な
ど
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

桜台団地区長
住吉健二さん
【同会計】

箕輪区長
馬場紀光さん
【区長会会長】

六倉区長
引木政昭さん
【同副会長】

両向区長
中島良一さん
【同副会長】

川北区長
小島信男さん

宮本区長
井上量一さん

原臼区長
平林潔さん

細野区長
小林弘さん

田代区長
荻田哲郎さん

【愛川地区ブロック長】

角田区長
沼田晴好さん

三増区長
耒住野實さん

【高峰地区ブロック長】

小沢区長
榎本照夫さん

上熊坂区長
吉田法人さん

熊坂区長
熊坂道明さん

下谷八菅山区長
神嵜孝雄さん

二井坂区長
宮本久明さん

桜台区長
金子英雄さん

半縄区長
佐藤正平さん

坂本区長
大野茂さん

【中津南地区ブロック長】

大塚区長
馬場正行さん

【中津北地区ブロック長】

春日台区長
千葉利治さん
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町
長
が
直
接
、
町
民
皆
さ
ん
の
声
を
お

聴
き
す
る
「
町
長
と
話
し
合
う
つ
ど
い
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
お
住
ま
い
と
異
な
る
地
区
へ
の
参
加
も

で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

※�

18
日
は
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ザ
（
愛
川
繊

維
会
館
）
の
駐
車
場
も
利
用
で
き
ま
す
。

　

�

27
日
は
相
愛
信
用
組
合
の
駐
車
場
も
利

用
で
き
ま
す
。
県
道
側
か
ら
は
入
れ
ま

せ
ん
の
で
、
水
道
み
ち
側
か
ら
お
入
り

く
だ
さ
い
。

問
総
務
課
広
報
広
聴
班
☎（
内
線
）３
２
２
１

協働

町
長
と
話
し
合
う
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す

■開催日程.◆開始時間はいずれも午後７時から

　
私
立
幼
稚
園
に
通
う
園
児
の
保
護
者
を

対
象
に
、
私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

　
６
月
上
旬
か
ら
、
通
園
す
る
幼
稚
園
を

通
じ
て
詳
し
い
案
内
と
申
し
込
み
用
紙
が

配
布
さ
れ
ま
す
の
で
、
幼
稚
園
が
指
定
す

る
期
日
ま
で
に
幼
稚
園
に
提
出
し
て
く
だ 問

教
育
総
務
課
学
校
教
育
班
☎（
内
線
）３
６
１
４

助成

私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
金
を

交
付
し
ま
す

さ
い
。
６
月
下
旬
を
過
ぎ
て
も
配
布
さ
れ

な
い
場
合
は
、
教
育
総
務
課
ま
た
は
幼
稚

園
に
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

対
象
者
◆
６
月
１
日
現
在
、
愛
川
町
に
住

民
登
録
が
あ
り
、公
認
の
私
立
幼
稚
園
（
町

内
・
町
外
を
問
い
ま
せ
ん
）
に
通
っ
て
い

る
園
児
の
保
護
者

開催日 会場 対象地区（該当する行政区）

6月18日
（火） ラビンプラザ

愛川地区
川北・宮本・原臼・両向・
細野・田代

6月20日
（木） 文化会館 高峰地区

角田・三増・箕輪・小沢

6月24日
（月） 文化会館

中津北部地区
上熊坂・熊坂・六倉・大塚・
春日台

6月27日
（木）

レディース
プラザ

中津南部地区
下谷八菅山・二井坂・桜台・
半縄・坂本・桜台団地

　
情
報
公
開
条
例
お
よ
び
個
人
情
報
保
護

条
例
に
基
づ
き
、
両
制
度
の
運
用
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

情
報
公
開
制
度

　
町
民
参
加
に
よ
る
一
層
公
正
で
開
か
れ

た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
町
が

保
有
し
て
い
る
行
政
文
書
を
皆
さ
ん
の
請

求
に
応
じ
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
の
主
な
請
求
内
容
は
、
道
路

や
下
水
道
の
工
事
に
関
す
る
も
の
で
し
た
。

行
政
文
書
の
公
開
の
請
求
件
数　
50
件

請
求
に
対
す
る
決
定

・
文
書
を
公
開
す
る
旨
の
決
定　
34
件

・�

文
書
の
一
部
を
公
開
す
る
旨
の
決
定　
13
件

・�

文
書
の
公
開
を
し
な
い
旨
（
不
存
在
）

の
決
定　
３
件

※
不
服
申
立
て
の
件
数　
０
件

個
人
情
報
保
護
制
度

　

町
が
保
有
す
る
個
人
情
報
に
つ
い
て
、

基
本
的
な
ル
ー
ル
を
定
め
る
と
と
も
に
、

本
人
の
求
め
に
応
じ
て
町
が
保
有
す
る
個

人
情
報
の
開
示
や
訂
正
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
平
成
24
年
度
末
現
在
、
個
人
情
報
を
取

り
扱
う
事
務
と
し
て
６
１
２
事
務
を
登
録

し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

問
総
務
課
文
書
法
制
班 

☎（
内
線
）３
２
２
０

制度

情
報
公
開
条
例・個
人
情
報
保
護
条
例

平
成
24
年
度
の
運
用
状
況個

人
情
報
の
開
示
の
請
求
件
数　
７
件

請
求
に
対
す
る
決
定　

・
文
書
を
公
開
す
る
旨
の
決
定　
２
件

・�

文
書
の
一
部
を
公
開
す
る
旨
の
決
定　
４
件

・�

文
書
の
公
開
を
し
な
い
旨
（
不
存
在
）

の
決
定　
１
件

※
不
服
申
立
て
の
件
数　
０
件

　
役
場
庁
舎
１
階
に
「
町
政
情
報
コ
ー

ナ
ー
」
を
常
設
し
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
情
報
公
開
制
度
や
個
人
情
報

保
護
制
度
に
つ
い
て
の
案
内
・
相
談
・
請

求
の
受
け
付
け
、
町
政
に
関
す
る
刊
行
物

や
資
料
の
閲
覧
、
販
売
、
コ
イ
ン
コ
ピ
ー

サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

福
祉
セ
ン
タ
ー

税
務
課

住
民
課 高

齢
介
護
課

水
道

事
業
所

国
保
医
療
課

子
育
て
支
援
課

健
康
推
進
課

福
祉
支
援
課

出
納

北口玄関

正面玄関

受付

県道側

町政情報
コーナー

■役場案内図（1 階）
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こ
ん
な
と
き
は･･･
各
種
の
手
続
き

〈
加
入
す
る
と
き
、
や
め
る
と
き
〉

　
退
職
な
ど
に
よ
り
、
職
場
の
健
康
保
険

を
や
め
て
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
と

き
や
、
就
職
し
て
国
民
健
康
保
険
を
や
め

る
と
き
な
ど
、
次
の
場
合
に
は
手
続
き
が

必
要
で
す
。
国
保
医
療
課
で
必
ず
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
減
免
の
申
請
〉

　
災
害
に
遭
っ
た
場
合
や
、
病
気
・
失
業

な
ど
で
生
活
保
護
受
給
者
と
同
等
程
度
の

収
入
状
況
と
な
っ
た
方
な
ど
で
、
一
時
的 問

国
保
医
療
課
国
保
年
金
班
☎（
内
線
）３
３
８
１

保険

国
民
健
康
保
険

加
入・喪
失
の
手
続
き
は
忘
れ
ず
に

に
国
民
健
康
保
険
税
（
国
保
税
）
の
納
付

が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、

減
免
す
る
た
め
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
審
査
の
結
果
、
一
定
以
上
の

財
産
（
預
貯
金
の
ほ
か
、
処
分
可
能
な
不

動
産
や
生
命
保
険
な
ど
）
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
場
合
や
、
単
に
生
活
に
困
窮
し
て

い
る
と
い
う
だ
け
で
は
減
免
の
対
象
と
は

な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法
◆
各
納
期
限
の
７
日
前
ま
で
に
、

次
の
書
類
を
お
持
ち
の
上
、
国
保
医
療
課

で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

■こんなときは手続きを

国保に加入するとき

他市町村から転入してきたとき
職場の健康保険をやめたとき
子供が生まれたとき
生活保護を受けなくなったとき

国保をやめるとき

他市町村へ転出するとき
職場の健康保険に加入したとき
死亡したとき
生活保護を受けるようになったとき

そのほか

住所が変わったとき
世帯主、氏名などが変わったとき
保険証の紛失や、汚損などで使え
なくなったとき
修学のため、別に住所を定めるとき
退職者医療制度に該当したとき

※ 社会保険の資格喪失証明書など資格喪失日や、扶養して
いる方の有無を証明する書類を必ずお持ちください。

基礎課税分
０歳～74歳が対象

所得割額 5　37％
均等割額 18,800円
平等割額 22,400円
限度額 51万円

後期高齢者支援金分
０歳～74歳が対象

所得割額 1　5％
均等割額 7,200円
平等割額 8,600円
限度額 14万円

介護納付金分
40歳～ 64歳が対象

所得割額 1　45％
均等割額 7,000円
平等割額 6,000円
限度額 12万円

■国民健康保険税の税率等と課税限度額（年額）

・
減
免
申
請
書（
国
保
医
療
課
に
あ
り
ま
す
）

・�

給
与
明
細
書
な
ど
直
近
３
カ
月
間
の
収

入
が
分
か
る
も
の

・�

生
計
を
同
一
に
す
る
世
帯
全
員
の
預
貯

金
通
帳
の
写
し

※�

具
体
的
な
申
請
書
類
に
つ
い
て
は
、
国

保
医
療
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
保
税
に
つ
い
て

〈
国
保
税
の
内
訳
〉

　
国
民
健
康
保
険
税
の
年
額
は
、
基
礎
課

税
分
、
後
期
高
齢
者
支
援
分
、
介
護
納
付

分
（
40
歳
か
ら
64
歳
の
方
）
の
合
計
で
す
。

〈
確
実
・
便
利
な
口
座
振
替
〉

　
口
座
振
替
に
す
る
と
、
指
定
し
た
金
融

機
関
の
口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き
落
さ
れ

ま
す
。
納
期
の
た
び
に
納
め
に
行
く
手
間

も
省
け
、
納
め
忘
れ
の
心
配
も
な
く
大
変

便
利
で
す
。

　
口
座
振
替
の
手
続
き
は
、
お
近
く
の
町

指
定
金
融
機
関
で
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

毎
月
10
日
ま
で
に
申
し
込
む
と
、
翌
月
以

降
の
納
期
分
か
ら
口
座
振
替
さ
れ
ま
す
。

　
倒
産
・
解
雇
な
ど
、
勤
め
先
の
事
情
に

よ
り
失
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
場
合
は
、

届
け
出
に
よ
り
国
保
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

対
象
者
◆
平
成
24
年
３
月
31
日
以
降
に

離
職
し
た
方
で
、
離
職
の
翌
日
か
ら
そ

の
翌
年
度
末
ま
で
の
期
間
に
、
次
に
該

当
し
求
職
者
給
付
（
基
本
手
当
）
の
受

給
資
格
を
有
す
る
方

・�

雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者（
倒
産・

解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職
）

・�

特
定
理
由
離
職
者
（
雇
い
止
め
な
ど

に
よ
る
離
職
）

軽
減
額
◆
国
保
税
は
前
年
の
所
得
な
ど

に
よ
り
算
定
さ
れ
ま
す
が
、
対
象
者
は
、

前
年
の
給
与
所
得
を
そ
の
30
／
１
０
０

と
み
な
し
て
算
定
さ
れ
ま
す
。

軽
減
期
間
◆
離
職
の
翌
日
か
ら
、
そ
の

翌
年
度
末
ま
で
の
期
間

申
請
方
法
◆
公
共
職
業
安
定
所
が
発
行

す
る
「
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
」
を

お
持
ち
の
上
、
国
保
医
療
課
で
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。
届
出
書
用
紙
は
国
保

医
療
課
に
あ
り
ま
す
。

倒
産
や
解
雇
、
雇
い
止
め
な
ど
に

よ
り
離
職
し
た
方
へ

～
国
保
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
～

※ 所得割額…前年中の総所得金額等から基礎控除 33 万円
を差し引いた金額（課税所得）

.均等割額…加入者（被保険者）1 人につき上記の金額

.平等割額…1 世帯につき上記の金額
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自
己
負
担
が
50
万
円
を
超
え
る
家
屋
の

改
修
工
事
（
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
に

締
結
さ
れ
た
工
事
に
つ
い
て
は
、
30
万
円

以
上
）
を
実
施
し
た
際
、
固
定
資
産
税
が

減
額
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
施
工
後

３
カ
月
以
内
に
税
務
課
資
産
税
班
へ
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。
必
要
書
類
な
ど
詳
細
に

つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

省
エ
ネ
改
修（
熱
損
失
防
止
）工
事
を

し
た
住
宅

　
省
エ
ネ
改
修
（
熱
損
失
防
止
）
工
事
を

実
施
し
た
既
存
住
宅
（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）

が
、
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
場
合
、
居

住
部
分
（
１
戸
当
た
り
１
２
０
㎡
分
ま
で
）

に
か
か
る
翌
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
３

分
の
１
を
減
額
し
ま
す
。

・�

平
成
20
年
４
月
１
か
ら
平
成
28
年
３
月
31

日
に
行
わ
れ
た
改
修
工
事
で
あ
る
こ
と

①��

窓
の
改
修
工
事
（
二
重
サ
ッ
シ
化･

被

層
ガ
ラ
ス
化
な
ど
）

②��

①
の
工
事
と
併
せ
て
行
う
床
・
壁
・
天

井
の
断
熱
化
工
事

・�

改
修
工
事
に
よ
り
改
修
し
た
箇
所
が
現

行
の
省
エ
ネ
基
準
に
適
合
す
る
こ
と

・�

平
成
20
年
１
月
１
日
以
前
に
建
築
済
み

の
家
屋
で
あ
る
こ
と

問
税
務
課
資
産
税
班 

☎（
２
８
５
）６
９
１
６

税金

家
屋
の
改
修
工
事
に
伴
う

固
定
資
産
税
の
減
額
に
つ
い
て

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
を
し
た
住
宅

　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
を
実
施
し
た

既
存
住
宅
（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）
が
、
次

の
要
件
を
全
て
満
た
す
場
合
、
居
住
部
分

（
１
戸
当
た
り
１
０
０
㎡
分
ま
で
）
に
か
か

る
翌
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
３
分
の
１

を
減
額
し
ま
す
。

・�
次
の
い
ず
れ
か
の
方
が
居
住
す
る
既
存

住
宅

①
65
歳
以
上
の
方

②�

要
介
護
認
定
ま
た
は
要
支
援
認
定
を
受

け
て
い
る
方

③�

障
害
が
あ
る
方
（
身
体
障
害
者
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
な
ど
を
お

持
ち
の
方
）

・�

平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
28
年
３

月
31
日
に
行
わ
れ
た
改
修
工
事
で
あ
る

こ
と

・�

平
成
19
年
１
月
１
日
以
前
に
建
築
済
み

の
家
屋
で
あ
る
こ
と

①
廊
下
の
拡
幅�　
　
　
　
　

②
階
段
の
勾
配
の
緩
和

③
浴
室
の
改
良�　
　
　
　
　

④
便
所
の
改
良

⑤
手
す
り
の
取
り
付
け�　
　

⑥
床
の
段
差
の
解
消

⑦
引
き
戸
へ
の
取
り
換
え�　

⑧
床
表
面
の
滑
り
止
め

住
宅
耐
震
改
修
工
事
を
し
た
住
宅

　
住
宅
耐
震
改
修
工
事
を
実
施
し
た
住
宅

が
、
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
場
合
に
は
、

居
住
部
分
（
１
戸
当
た
り
１
２
０
㎡
ま
で
）

に
か
か
る
翌
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の
2

分
の
1
を
減
額
し
ま
す
。

・�

平
成
25
年
１
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
12

月
31
日
に
行
わ
れ
た
改
修
工
事
で
あ
る

こ
と

・�

現
行
の
耐
震
基
準
に
適
合
し
た
改
修
工

事
で
あ
る
こ
と

・�

昭
和
57
年
1
月
1
日
以
前
に
、
完
成
し

て
い
た
住
宅
で
あ
る
こ
と

　
年
金
や
医
療
制
度
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る

国
の
行
政
に
対
す
る
意
見
や
要
望
が
あ
っ
た

と
き
、
身
近
な
相
談
相
手
に
な
る
行
政
相
談

委
員
に
、
平
本
幸
一
さ
ん
（
三
増
）、
大
野

茂
さ
ん
（
中
津
）
が
４
月
１
日
付
け
で
総
務

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
委
員
は
、
人
権
擁
護
委
員
と
と
も
に
、

相
談
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
日
の
暮
ら
し
の
中

で
、
行
政
に
こ
う
し
て
ほ
し
い
と
思
う
こ
と

な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
住
民
課
住
民
相
談
班
☎（
内
線
）３
３
１
９

相談

行
政
相
談
委
員
に

平
本
幸
一
さ
ん
、大
野
茂
さ
ん

平本幸一さん大野茂さん

　
人
権
に
関
す
る
こ
と
、
隣
近
所
や
家
庭
内

の
も
め
ご
と
、
行
政
に
対
す
る
要
望
な
ど
の

「
こ
ま
り
ご
と
相
談
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

相
談
日
時
◆
毎
月
第
２
金
曜
日

【
偶
数
月
】
午
後
１
時
30
分
～
３
時

【
奇
数
月
】
午
前
10
時
～
11
時
30
分

※�

予
約
受
け
付
け
は
、
平
日
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
ま
で
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身
体
に
一
定
の
障
害
が
あ
る
方
を
対
象

に
し
た
医
療
費
の
助
成
制
度
に
つ
い
て
、

10
月
か
ら
精
神
障
害
者
（
１
級
）
の
通
院

分
を
助
成
対
象
に
加
え
る
な
ど
、
制
度
を

一
部
改
正
し
ま
す
。

　
現
在
、
医
療
証
を
お
持
ち
の
方
お
よ
び

制
度
改
正
に
よ
り
新
た
に
助
成
対
象
と
な

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
方
に
は
、
詳
し
い

内
容
を
６
月
中
旬
ま
で
に
個
別
に
通
知
し

ま
す
。

主
な
改
正
点

助
成
対
象
の
拡
大
と
所
得
制
限
の
導
入
◆

10
月
以
降
は
、
次
の
要
件
に
該
当
す
る
方

が
助
成
対
象
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
要

件
に
該
当
す
る
方
で
も
、
前
年
の
所
得
が

下
表
内
の
額
を
超
え
る
方
は
対
象
か
ら
除

き
ま
す
。

・�

１
級
か
ら
３
級
ま
で
の
身
体
障
害
者
手

帳
を
お
持
ち
の
方
（
現
行
ど
お
り
）

・�

Ｉ
Ｑ
50
以
下
の
方
（
現
行
ど
お
り
）

・�〈
新
規
〉
１
級
の
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
を
お
持
ち
の
方
の
通
院
分

年
齢
制
限
の
導
入
◆
10
月
以
降
、
65
歳
以

上
で
新
た
に
障
害
者
と
な
っ
た
方
は
、
対

象
か
ら
除
き
ま
す
。

問
国
保
医
療
課
医
療
給
付
班
☎（
内
線
）３
３
７
３

助成

重
度・中
度
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

10
月
か
ら
一
部
改
正
し
ま
す　

　
家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
の
減
量
化
と
資

源
化
を
図
る
た
め
、
生
ご
み
の
容
量
を
減

ら
し
た
り
堆
肥
化
し
た
り
す
る
「
生
ご
み

処
理
機
」
の
購
入
費
用
の
一
部
を
補
助
し

て
い
ま
す
。

対
象
機
器
と
補
助
率
◆

電
動
式
生
ご
み
処
理
機　
購
入
金
額
の
２

分
の
１
（
１
世
帯
に
つ
き
１
基
の
み
。
上

限
額
３
万
円
）

堆た
い
ひ肥
式
生
ご
み
処
理
器　
購
入
金
額
の
３

分
の
２
（
１
世
帯
に
つ
き
２
基
ま
で
。
上

限
額
１
基
に
つ
き
３
千
円
）

密
閉
式
生
ご
み
処
理
容
器　
購
入
金
額
の

３
分
の
２
（
１
世
帯
に
つ
き
２
基
ま
で
。

上
限
額
１
基
に
つ
き
千
五
百
円
）

申
請
方
法
◆
次
の
も
の
を
お
持
ち
の
上
、

環
境
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
領
収
書

・
購
入
し
た
機
器
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

・
印
鑑

・�

振
り
込
み
口
座
の
番
号
が
確
認
で
き
る

も
の
（
申
請
者
本
人
名
義
の
も
の
）

植
木
剪
定
枝
破
砕
機
貸
し
出
し

　
剪せ

ん
て
い定

枝
を
自
分
で
処
理
し
、
畑
や
庭
な

ど
に
自
然
還
元
し
た
い
方
に
、
剪
定
枝
破

砕
機
の
貸
し
出
し
を
し
て
い
ま
す
。
利
用

問
環
境
課
廃
棄
物
対
策
班
☎（
内
線
）３
５
１
４

助成

生
ご
み
処
理
機
の
購
入
費
を
補
助
し
ま
す

料
は
掛
か
り
ま
せ
ん
が
、
事
前
に
予
約
が

必
要
で
す
。

利
用
期
間
◆
借
受
日
・
返
却
日
を
含
め
て

４
日
以
内
（
利
用
で
き
る
回
数
は
、
１
カ

月
に
１
回
）

注
意
事
項
◆
営
業
を
目
的
と
し
た
方
に
は

貸
し
出
し
は
で
き
ま
せ
ん
。
処
理
し
た
剪

定
枝
は
畑
や
庭
な
ど
に
自
然
還
元
し
、
ご

み
収
集
所
に
は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

扶養親族の数 本人の前年分所得額

０人 3,604,000円

1 人 3,984,000円

2 人 4,364,000円

3 人 4,744,000円

以降、１人増すごとに ＋380,000円

■所得制限の基準額
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結
婚
後
50
年
ま
た
は
60
年
を
迎
え
た
ご

夫
妻
へ
、
長
寿
を
お
祝
い
し
て
祝
い
金
を

贈
り
ま
す
の
で
、
対
象
と
な
る
方
は
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者
◆
平
成
25
年
９
月
15
日
に
町
に
在

住
し
、
こ
の
日
の
６
カ
月
以
前
か
ら
住
民

登
録
し
て
い
る
方
で
、
次
に
該
当
す
る
方

が
対
象
で
す
。

結
婚
後
50
年
を
迎
え
た
夫
妻　
昭
和
37
年

９
月
16
日
～
昭
和
38
年
９
月
15
日
に
結
婚

し
た
夫
妻

結
婚
後
60
年
を
迎
え
た
夫
妻　
昭
和
27
年

９
月
16
日
～
昭
和
28
年
９
月
15
日
に
結
婚

し
た
夫
妻

結
婚
後
50
年
ま
た
は
60
年
を
経
過
し
、
ま

問
高
齢
介
護
課
長
寿
い
き
が
い
班
☎（
内
線
）３
３
３
８

敬老

長
寿
夫
妻
へ
祝
い
金
を
贈
り
ま
す

だ
祝
い
金
を
受
け
て
い
な
い
夫
妻

※
入
籍
日
か
ら
の
経
過
年
数
と
な
り
ま
す
。

申
請
方
法
◆
次
の
も
の
を
お
持
ち
の
上
、

高
齢
介
護
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

・�

申
請
書
（
高
齢
介
護
課
お
よ
び
半
原
出

張
所
・
中
津
出
張
所
に
あ
り
ま
す
）

・�

結
婚
年
月
日
ま
た
は
同
居
年
月
日
が
確

認
で
き
る
書
類
（
戸
籍
謄
本
な
ど
）

※�
町
内
に
本
籍
が
あ
る
方
は
、
添
付
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
印
鑑
（
町
内
に
本
籍
が
あ
る
方
の
み
）

申
請
期
限
◆
７
月
31
日
（
水
）

贈
呈
時
期
◆
敬
老
月
間
で
あ
る
９
月
中
を

予
定

　
高
齢
者
の
外
出
機
会
の
拡
大
を
支
援
し
、

社
会
参
加
や
健
康
づ
く
り
、
生
き
が
い
の

増
進
を
目
的
に
、
神
奈
川
中
央
交
通
株
式

会
社
（
神
奈
中
）
が
販
売
し
て
い
る
、
高

齢
者
バ
ス
割
引
乗
車
券
「
か
な
ち
ゃ
ん
手

問
高
齢
介
護
課
長
寿
い
き
が
い
班
☎（
内
線
）３
３
３
８

助成

高
齢
者
バ
ス
割
引
乗
車
券「
か
な
ち
ゃ
ん
手
形
」

購
入
費
を
一
部
助
成
し
ま
す

形
」
の
１
年
券
購
入
費
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

　
高
齢
介
護
課
で
助
成
券
の
交
付
を
申
請

し
、
交
付
さ
れ
た
助
成
券
を
お
持
ち
の
上
、

神
奈
中
の
指
定
窓
口
で
割
引
乗
車
券
を
購

入
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者
◆
こ
と
し
の
１
月
１
日
以
前
か
ら

町
内
に
在
住
し
、
昭
和
19
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
方
（
本
年
度
中
に
70
歳
以

上
に
な
る
方
）
で
、
町
税
を
完
納
し
て
い

る
方

助
成
額
◆
購
入
費
９
千
円
の
う
ち
６
千
円

申
請
期
間
◆
６
月
21
日
（
金
）
か
ら
11
月

８
日
（
金
）
ま
で
。
認
め
印
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

注
意
事
項
◆

①�

１
年
度
に
１
人
１
回
限
り
の
助
成
で
す
。

町
の
助
成
を
受
け
て
購
入
し
た
割
引
乗

車
券
の
紛
失
な
ど
に
よ
る
再
助
成
は
で

き
ま
せ
ん
。

②�

本
年
度
は
、
上
記
対
象
者
の
内
、
昨
年

度
に
本
助
成
制
度
を
利
用
さ
れ
た
方
に

限
り
案
内
通
知
を
し
ま
す
。

③
申
請
書
は
、
高
齢
介
護
課
に
あ
り
ま
す
。

■助成対象となる割引乗車券

神奈中での
販売期間

割引乗車券の
有効期間

6月21日～
8月31日

購入日～
平成26年6月30日

9月10日～
11月30日

購入日～
平成26年9月30日

　神奈中が役場で「かなちゃん手形 (1 年券 )」の出張
販売を行います。出張販売日には、助成券の申請・交
付も同会場で行いますので、この機会をぜひご利用く
ださい。
　かなちゃん手形は 65歳以上の方が購入できますが、
この出張販売は町の助成対象者のみを限定としたもの
です。助成対象外の方は、神奈中でお買い求めください。
　購入は本人のみで、代理購入はできませんのでご注
意ください。
販売日◆ 6月26日 (水 )から28日 (金 )までの3日間
※�例年、初日および 2日目の午前中は大変混み合いま
す。待ち時間も長くなる場合もありますので、ご了
承ください。

販売時間◆午前 9時 30分から午後 3時 30分まで
販売場所◆役場分館１階会議室
必要なもの◆
・認め印
・自己負担金 3千円
・１年以内に撮影した顔写真 (2.5㎝四方 ) １枚
・年齢が分かるもの (健康保険証など )
・同日より前に助成券の交付を受けた方は、助成券
問 高齢介護課長寿いきがい班☎ ( 内線 )3338、3339

助成対象者限定
かなちゃん手形出張販売のお知らせ
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児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、
毎

年
６
月
に
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

（
４
月
・
５
月
分
の
手
当
は
自
動
的
に
受
給

で
き
ま
す
）

　
現
況
届
は
、
児
童
手
当
を
引
き
続
き
受

け
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
を

確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
提
出
し
な

か
っ
た
場
合
は
、
６
月
分
以
降
の
手
当
が

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

支
給
額
（
月
額
）
◆

【
０
歳
～
３
歳
未
満
】
１
万
５
千
円

【
３
歳
～
小
学
校
修
了
前
】　　
　

第
１
子
・
第
２
子　
１
万
円

第
３
子
以
降　
１
万
５
千
円

【
中
学
生
】
１
万
円

所
得
制
限
◆
所
得
制
限
の
基
準
は
、
年
収

９
６
０
万
円（
夫
婦・子
ど
も
２
人
の
場
合
）

で
、
制
限
額
を
超
え
た
場
合
の
支
給
額
は

月
額
５
千
円

支
給
時
期
◆
原
則
と
し
て
、
毎
年
２
月
・

６
月
・
10
月
に
そ
れ
ぞ
れ
前
月
分
ま
で
を

支
給

手
続
き
方
法
◆
５
月
下
旬
に
、
現
在
手
当

を
受
け
て
い
る
方
へ
現
況
届
の
お
知
ら
せ

を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
次
の
も
の
を

お
持
ち
の
上
、
子
育
て
支
援
課
（
公
務
員

問
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
福
祉
班
☎（
内
線
）３
３
６
３

助成

児
童
手
当「
現
況
届
」の
提
出
を
忘
れ
ず
に

の
方
は
勤
務
先
）
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い（
郵
送
可
）。
詳
し
く
は
送
付
し
た「
お

知
ら
せ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

①
現
況
届
の
用
紙

②
印
鑑

③�

受
給
者
の
健
康
保
険
証
の
写
し
ま
た
は

年
金
加
入
証
明
願
（
国
民
年
金
加
入
者

は
不
要
）

※�

建
設
連
合
国
保
組
合
に
加
入
し
、
厚
生

年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
年

金
加
入
証
明
願
が
必
要
。

④�

外
国
籍
の
方
は
、
在
留
カ
ー
ド
ま
た
は

特
別
永
住
者
証
明
書
（
受
給
者
お
よ
び

対
象
と
な
る
お
子
さ
ん
の
も
の
）

⑤�

仕
事
の
都
合
な
ど
で
お
子
さ
ん
と
別
居

し
て
い
る
場
合
は
お
子
さ
ん
の
属
す
る

世
帯
の
住
民
票
（
省
略
の
な
い
も
の
）

⑥
平
成
25
年
度
所
得
証
明
書

※�

平
成
25
年
１
月
１
日
時
点
で
町
内
に
住

所
が
な
か
っ
た
方
の
み
必
要
で
す
。
１

月
１
日
に
住
ん
で
い
た
市
町
村
で
お
取

り
く
だ
さ
い
。

そ
の
ほ
か
の
手
続
き

　
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
必
ず
子
育
て
支

援
課
に
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

・�

結
婚
・
離
婚
な
ど
に
よ
り
受
給
者
を
変

更
す
る
と
き

・�

加
入
し
て
い
る
年
金
の
種
類
を
変
更
す

る
と
き

・�

振
込
先
の
口
座
を
変
更
す
る
と
き
（
口

座
名
義
は
受
給
者
）

・�

受
給
者
や
対
象
の
子
ど
も
が
亡
く
な
っ

た
と
き
や
別
居
し
た
と
き
、
町
外
へ
転

出
す
る
と
き

・
受
給
者
が
公
務
員
に
な
っ
た
と
き

　
不
妊
治
療
の
う
ち
、
医
療
保
険
が
適
用

さ
れ
ず
高
額
な
医
療
費
が
掛
か
る
特
定
不

妊
治
療
（
体
外
受
精
お
よ
び
顕
微
授
精
）

に
要
す
る
、
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。

　

本
年
度
か
ら
、
初
年
度
は
３
回
ま
で
、

２
年
度
目
以
降
は
１
年
度
あ
た
り
２
回
ま

で
、
通
算
で
10
回
ま
で
助
成
し
ま
す
。
申

請
期
限
が
治
療
終
了
日
か
ら
６
カ
月
以
内

に
変
更
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
早
め
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者
◆
法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
お
り
、

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方

・�

神
奈
川
県
の
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
の

決
定
を
受
け
て
い
る
こ
と

・
申
請
日
に
本
町
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

問
健
康
推
進
課
母
子
保
健
班
☎（
内
線
）３
３
４
１

助成

特
定
不
妊
治
療
費
を
助
成
し
ま
す

助
成
内
容
◆
特
定
不
妊
治
療
に
要
し
た
治

療
費
（
保
険
外
診
療
）
か
ら
神
奈
川
県
に

よ
る
助
成
費
を
控
除
し
た
額
を
対
象
と
し

て
、
各
回
10
万
円
を
限
度
に
助
成

申
請
期
限
◆
治
療
終
了
日
か
ら
６
カ
月
以

内
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ス
ズ
メ
バ
チ
は
攻
撃
性
が
強
く
、
巣
に
近

づ
く
と
危
険
で
す
。
巣
は
ボ
ー
ル
の
よ
う
な

丸
い
形
で
茶
色
の
濃
淡
の
ま
だ
ら
模
様
が
あ

り
、
巣
の
出
入
り
口
は
小
さ
な
穴
が
一
つ
だ

け
で
す
。
刺
さ
れ
た
場
合
に
は
死
に
至
る
こ

と
も
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

ス
ズ
メ
バ
チ
に
刺
さ
れ
な
い
た
め
に

急
な
動
き
を
し
な
い　
ス
ズ
メ
バ
チ
は
横

へ
急
に
動
く
と
反
応
し
や
す
い
の
で
、
手

で
払
っ
た
り
急
に
向
き
を
変
え
た
り
し
な

い
よ
う
に
し
ま
す
。
巣
を
見
つ
け
た
ら
、

静
か
に
離
れ
ま
し
ょ
う
。

刺
さ
れ
に
く
い
色
と
身
な
り　
ス
ズ
メ
バ

チ
は
黒
い
色
に
対
し
て
攻
撃
し
ま
す
。
白
や

黄
色
、
銀
色
は
比
較
的
安
全
な
色
で
す
。
黒

い
服
や
ひ
ら
ひ
ら
す
る
も
の
は
刺
さ
れ
や
す

い
の
で
、
巣
の
近
く
で
は
注
意
し
ま
す
。

巣
の
場
所
が
分
か
っ
て
い
る
場
合　

�

近
づ

か
な
い
の
が
一
番
。
そ
っ
と
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。11
月
ご
ろ
に
は
全
て
い
な
く
な
っ

て
し
ま
い
、
翌
年
そ
の
巣
を
使
う
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

ス
ズ
メ
バ
チ
に
刺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
ら

　
患
部
を
水
で
洗
っ
た
後
、
冷
や
し
ま
す
。

痛
み
の
緩
和
に
は
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
軟
こ
う

を
塗
る
の
が
効
果
的
で
す
。
た
だ
し
、
刺

さ
れ
た
後
で
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
に
よ
る

シ
ョ
ッ
ク
症
状
を
起
こ
し
た
場
合
は
、
す

ぐ
に
医
師
の
手
当
て
が
必
要
で
す
。

巣
の
駆
除
費
用
を
一
部
助
成

対
象
者
◆
町
内
で
ス
ズ
メ
バ
チ
が
民
家（
共

同
住
宅
を
含
む
）
や
住
宅
用
地
に
巣
を
作

り
、
次
の
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る
方

・�

駆
除
業
者
に
よ
り
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
の

駆
除
を
実
施
し
た
方

・�

納
期
の
経
過
し
た
町
税
な
ど
を
完
納
し

て
い
る
方

助
成
金
額
◆
駆
除
業
者
に
支
払
っ
た
ス
ズ

メ
バ
チ
の
巣
の
駆
除
に
要
し
た
費
用
の

１
／
２
（
千
円
未
満
切
り
捨
て
、
１
万
円

を
限
度
）
を
助
成
し
ま
す
。

手
続
き
方
法
◆
ス
ズ
メ
バ
チ
駆
除
費
助
成

金
交
付
申
請
書
（
環
境
課
お
よ
び
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
領
収
書
が
発
行

さ
れ
た
日
か
ら
30
日
以
内
に
次
の
書
類
を

添
え
て
本
人
が
直
接
環
境
課
に
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

〈
必
要
書
類
〉

　
駆
除
費
領
収
証
、
現
地
の
位
置
図
、
写

真
（
全
景
・
営
巣
駆
除
前
後
）、
町
税
納
入

状
況
確
認
同
意
書

そ
の
他
◆
防
護
服
の
貸
し
出
し
も
引
き
続

き
行
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
環
境
課
環
境
対
策
班
☎（
内
線
）３
５
１
２

助成

ス
ズ
メ
バ
チ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

駆
除
費
用
を
一
部
助
成
し
ま
す

　
母
子
・
父
子
家
庭
な
ど
の
児
童
養
育
の

た
め
、
母
子
・
父
子
家
庭
等
福
祉
手
当
を

支
給
し
ま
す
。
６
月
28
日
（
金
）
ま
で
に
、

担
当
の
民
生
委
員
児
童
委
員
を
通
じ
て
、

申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者
◆
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方

・�

配
偶
者
と
死
別
ま
た
は
婚
姻
を
解
消
、

あ
る
い
は
配
偶
者
の
生
死
が
明
ら
か
で

な
い
方

・�

義
務
教
育
終
了
前
の
児
童
と
同
居
し
扶

養
し
て
い
る
方

問
福
祉
支
援
課
地
域
福
祉
班
☎（
内
線
）３
３
５
２

助成

母
子・父
子
家
庭　

福
祉
手
当
の
お
知
ら
せ

・�

４
月
１
日
現
在
、
母
子
ま
た
は
父
子
と
し

て
町
内
に
１
年
以
上
在
住
し
て
い
る
方

・
所
得
が
一
定
限
度
額
以
下
の
方

※�

内
縁
の
夫
ま
た
は
妻
が
い
る
な
ど
、
事

実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る

方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※�

父
母
に
代
わ
り
児
童
を
養
育
し
て
い
る

祖
父
ま
た
は
祖
母
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

給
付
額
◆
１
世
帯
当
た
り
年
額
１
万
円
。

扶
養
す
る
児
童
が
２
人
以
上
い
る
場
合
は
、

２
人
目
以
降
は
５
千
円
ず
つ
加
算
さ
れ
ま
す
。

　
任
期
満
了
に
伴
う
愛
川
町
農
業
委
員
会

委
員
選
挙
が
、
８
月
４
日
（
日
）
に
行
わ

れ
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
う
主
な
日
程
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

●
立
候
補
予
定
者
事
前
説
明
会

日
時
◆
７
月
2
日
（
火
）
午
後
１
時
30
分

か
ら

会
場
◆
役
場
４
０
２・４
０
３
会
議
室

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
☎（
内
線
）３
２
２
５

選挙

農
業
委
員
会
委
員
選
挙

立
候
補
予
定
者
事
前
説
明
会
は
７
月
２
日（
火
）

内
容
◆
立
候
補
の
届
け
出
に
つ
い
て

※�

出
席
で
き
る
の
は
１
候
補
者
に
つ
き
２

人
ま
で
で
す
。

●
立
候
補
届
け
出
の
受
理
（
告
示
日
）

日
時
◆
７
月
30
日
（
火
）
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
ま
で

会
場
◆
役
場
４
０
２・４
０
３
会
議
室
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町政 情     報     館    

　
厚
木
愛
甲
環
境
施
設
組
合
で
は
、
厚
木

市
・
愛
川
町
・
清
川
村
の
3
市
町
村
と
連

携
し
、
ご
み
の
共
同
処
理
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
厚
木
市
に
ご
み
中
間
処
理
施
設
を
、
清

川
村
に
最
終
処
分
場
を
建
設
す
る
計
画
で
、

最
終
処
分
場
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
、
保

問
厚
木
愛
甲
環
境
施
設
組
合
☎（
２
９
７
）１
１
５
３

組合

厚
木
愛
甲
環
境
施
設
組
合

組
合
事
業・組
合
議
会
情
報安

林
の
法
規
制
解
除
の
取
り
組
み
と
並
行

し
て
、
施
設
整
備
に
係
る
実
施
設
計
に
着

手
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
3
月
28
日
の
組
合
議
会
第
1
回

定
例
会
の
結
果
、
新
副
議
長
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

氏名（選出市町村） 役.職

太田  洋（厚木市） 議長

釘丸久子（厚木市）議会運営委員長

石井芳隆（厚木市）

川口  仁（厚木市） 監査委員

越智一久（厚木市）

井上敏夫（厚木市）

瀧口慎太郎（厚木市）

鈴木一之（愛川町）副議長

馬場  司（愛川町） 議会運営副委員長

山中正樹（愛川町）

井出一己（愛川町）

落合圏二（清川村）

岩澤敏雄（清川村）

　
４
月
29
日
、
教
育
や
文
化
の
振
興
に
功
績

の
あ
る
方
を
表
彰
す
る
町
教
育
委
員
会
表
彰

式
が
文
化
会
館
で
行
わ
れ
、
個
人
10
人
と
１

団
体
に
榮
利
隆
一
教
育
委
員
長
か
ら
表
彰
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。（
敬
称
略
）

社
会
教
育
関
係

本
多　
照
美
（
中
津
）

阿
部　
千
春
（
角
田
）

三
木　
正
（
半
原
）

別
府　
煕
久
（
春
日
台
）

綱
島　
通
男
（
田
代
）

文
化
関
係

遠
藤　
理
敏
（
三
増
）

中
村　
由
江
（
中
津
）

荻
田　
繁
男
（
田
代
）

八
木　
孝
（
半
原
）

穂
坂　
康
三
（
半
原
）

社
会
教
育
関
係
団
体

園
芸
ま
つ
ぼ
っ
く
り
（
代
表　
西
村
美
由

紀
）

問
教
育
総
務
課
庶
務
施
設
班
☎（
内
線
）３
６
１
２

表彰

教
育
委
員
会
表
彰

―
教
育・文
化
振
興
の
功
績
者
を
表
彰―

（敬称略）

.町では、暮らしに必要な制度
や手続き、町の施設などの行政
情報や、町の歴史、文化、観光、
医療といった地域生活情報を掲
載したガイドブック「あいかわ暮
らしの便利帳」を、９月ごろに
発行し全世帯への配布を予定し
ています。
.民間企業との協働発行に当
たり、町は掲載する行政情報な
どを提供し、（株）サイネックス
が印刷・製本・配布を行います。
.発行に係る費用は広告収入
で賄います。（株）サイネックス
が事業所などを訪問し広告の
募集を行いますので、多くの皆
様のご協力をお願いします。広
告募集の詳細については（株）
サイネックス横浜支店
☎ 045(271)5580 までお問い
合わせください。
問 総務課広報広聴班☎（内線）
３２２１

「あいかわ暮らしの便利帳」
広告を募集
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子育て支援センター　☎ 285-8
やさしいこ
345問い合わせ

応 募 方 法◆町内在住の方で、１人１通に限ります。答え・住所・氏名・
年齢・電話番号と、本誌の感想を必ずご記入の上お送りください。
締め切り日◆6月7日（金）（郵送の場合当日消印有効）
あ　て　先◆はがきの場合.〒243-0392.角田251-1.
                          ..      総務課広報広聴班
....     ファクスの場合  286-5021
....      電子メールの場合.e-mail@town　aikawa　kanagawa　jp
正解と当選者は7月1日号でお知らせします。

.今月号の広報あいかわを読んで、ク
イズに挑戦してください。正解者の
中から抽選で3人の方に、図書カード

（1,000円分）をプレゼントします。

　災害の発生が予想される場合に、町は避
難についての情報を発令します。
　緊急度が一番高く、すぐに避難を始めな
くてはならない情報は何と言うでしょう。
①避難勧告　②避難指示　③避難準備情報

子育て
睡眠をしっかりと取りましょう

お楽しみ

..最近の統計では、乳幼児の中で、2歳児が最も夜更かしをしているという結果が出て
います。はっきりした理由は分かりませんが、2歳児は0歳・1歳児よりも大人の生活に引きず

られやすいことが考えられます。
.2歳児は体力がついてきたとはいえ、3歳児以上の幼児ほど全身を使って遊ぶことは少ないので、

うまく眠りに入れないことにも関係があるようです。
.夜、眠っている間に体や脳の成長を促す「成長ホルモン」が出

ているといわれています。睡眠不足の状態が続くと、成長への
影響が懸念されます。
.子どもとのふれあいを重視するあまり、お父さんが帰るまで起
こしていたり、遅くまで遊ばせていたりという場合があるようです
が、それでは子どもに負担が掛かります。お父さんと元気に遊ぶの
は休日にして、普段はゆっくりと眠らせてあげましょう。

5 月号の答えと当選者（敬称略）.◆正解：③自転車通行止め
◆当選者：田辺桂子、熊坂健志、高橋晴

子育てホッとタイム
の様子

日時◆6月11日（火）午前10時～11時
内容◆ 講話「子どもの事故防止と応

急手当」
講師◆町消防署職員
会場◆子育て支援センター

   子育て　　   とタイムホッ

●第1・第3火曜日.レディースプラザ
6月4日・18日

          7月2日・16日...
●第1・第3金曜日.ラビンプラザ

6月7日・21日
7月5日・19日

日時◆7月30日（火）午前10時～11時
内容◆劇団バクによる人形劇「三び
...きのこぶた」
会場◆福祉センター 3階会議室.

移動子育てサロン 親子で遊ぼう
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■
防
災
行
政
無
線
の
内
容
を
電
話
で
確
認　
防
災
行
政
無
線
の
放
送
が
聞
こ
え
な
か
っ
た
場
合
は
、放
送
内
容
が
電
話
で
確
認
で
き
る「
音
声
自
動
応
答
サ
ー
ビ
ス
」の
ご
利
用
を
。������

　
☎�

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル　
０
１
２
０（
５
３
０
）３
１
０

※会場は役場相談室です。
※ 法律相談は弁護士が対応します。予約は、相談日の 7 日前から開始します。（その日が祝日の

場合は翌開庁日から）

 町民相談        問住民課住民相談班　☎（内線）3319

法律相談 《完全予約制》 7日（金）・20日（木）.午前10時～午後3時
※7月は5日（金）･18日（木）

司法書士法律相談 12日（水）.午後1時～4時

行政書士相談 13日（木）.午後1時～4時

多重債務相談 19日（水）.午後1時～4時

交通事故相談 26日（水）.午後1時～4時

消費生活相談 3日・6日・10日・13日・17日・20日・24日・27日
午前10時～午後4時

人権・行政こまりごと相談 14日（金）.午後1時30分～3時

※ 不登校・いじめ・校外活動・非行・
就学相談など。

教育相談
 問教育開発センター
☎206-1061（直通）

来所相談

毎週月・火・木・金曜日（祝日を除
く）午前９時～午後４時

出張相談

●レディースプラザ   3日（月）
●ラビンプラザ.    17日（月）
.いずれも午前10時～午後3時

電話相談

平日.午前９時～午後４時

相　談

展示

月日 催.し 主.催 備.考

6/1( 土 ) ～ 6/2( 日 ) 春のばら展 愛川ばら会
小島.☎281-6080

1日（土）は
コンテスト有り

6/7( 金 ) ～ 6/9( 日 ) 愛川花季展示会 愛川さつき会
岡本.☎286-2224

初日は 9:00 から
最終日は 13：00 まで

6/16( 日 ) ～ 6/23( 日 ) 愛川年金者の会作品展 愛川年金者の会
野尻.☎285-2901 最終日は正午まで

6/28( 金 ) ～ 6/30( 日 ) 愛川水石奇木会展 愛川水石奇木会
穂坂.☎281-3972 最終日は 16:00 まで

文化会館催し案内

※展示会場はすべて1階で、入場は無料です。通常の展示時間は午前９時から午後５時までです。毎週火曜日は休館です。
※問い合わせは直接主催者にお願いします。

誤った取り扱いや、うっかりミスなど
の人的要因にあります。危険物を取
り扱うときは、もう一度安全を確認
しましょう。

【身近にある危険物】.
.私たちの身の周りには、ガソリン・
灯油などの燃料や、塗料・エアゾール
製品など、数多くの危険物がありま
す。身近にある製品の注意書きをよ
く読み、正しく安全に使用しましょう。

【セルフ式のガソリンスタンドでの注意】
.「危険物を取り扱っている」という
認識を持たないと、思わぬ事故につ
ながります。利用者一人一人が正し

あいかわ楽
がくしゅう

習応援団「みんなの先生」
.知識、技術、経験などを生かし、皆
さんの生涯学習活動を応援するボラ
ンティア「みんなの先生」の指導内容
を紹介
問 生涯学習課生涯学習班（内線）
3644

危険物安全週間
6月2日（日）～6月8日（土）

―あなたこそ 無事故を担う 司令搭―
.全国的に危険物の取り扱いに関
わる事故が多く発生しています。原
因の多くは、慣れや油断からくる

い給油手順と作業方法を身に付けま
しょう。
問 消防本部☎285-3131

天然ガスへの切換え調査のお知らせ

.内陸工業ガス株式会社のガスを使
用している「春日台」「桜台団地」などの
地域において､天然ガスに切り換える
ための事前調査を、厚木ガス株式会社
が代行して8月まで戸別に訪問して実
施していますので、ご協力をお願いし
ます。(※個別ボンベ供給は除きます)
問 厚木ガス㈱熱変課☎046-230-
2365 

日 ＝日時.所 ＝場所.人 ＝対象・定員.師 ＝講師・指導.費 ＝費用.物 ＝持ち物.他 ＝その他の事項.申 ＝申し込み.問 ＝     問い合わせ.※人 がないものはどなたでも参加・来場できます。費 がないものは無料です。FAX＝ファクス　 ＝電子メール
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■
町
内
循
環
バ
ス
「
中
津
西
南
部
ル
ー
ト
」
迂
回
運
行
の
お
知
ら
せ　
ガ
ス
管
敷
設
工
事
に
よ
り
迂
回
運
行
す
る
た
め
、「
坂
本
」
バ
ス
停
が
６
月
19
日（
水
）ま
で

　
利
用
で
き
ま
せ
ん
（
第
１
便
は
利
用
可
能
）、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
問
住
民
課
交
通
防
犯
班
☎（
内
線
）３
３
２
０

 お知らせ
今月の納税・納付期限

【町県民税】第１期分・全期前納分
【国民健康保険税】第1期分・全期前納分
【介護保険料】第1期分
納期限は、7月1日（月）です。

休日納税・相談窓口

.町県民税・固定資産税・軽自動車
税・国民健康保険税・介護保険料・
後期高齢者医療保険料が納められ、
納税相談もできます。
日 6月29日（土）・30日（日）午前８時
30分～午後５時所 役場１階税務課

道路の適切な管理にご協力を！

.皆さんが安全に快適に道路を利用
するには、適切な維持管理が必要で
す。町では、定期的にパトロールを実
施し、路面補修などを行っています。
歩道の段差解消などのバリアフリー
にも積極的に取り組んでいますので、
道路の適正な使用と安全確保にご理
解とご協力をお願いします。
段差解消ブロックは置かないで
.自動車の出入り用に道路の段差を

解消するため、鉄板や段差解消ブロッ
クなどを道路上に設置しているケー
スが多く見られますが、これらの行為
は道路法に違反するため禁止されて
います。
.歩行者がつまずいたり、滑ったりし
てけがをすることがあり、オートバイ
や自転車の転倒の原因にもなります。
重大な事故を引き起こした場合、設置
した人の責任も問われることがありま
すので、絶対に置かないでください。
.駐車場と道路の段差を解消する場
合には、縁石の切り下げ工事が必要に
なりますので、道路管理者に申請し許
可を得てください。なお、この工事にか
かる費用は申請者の負担となります。

樹木が張り出さないよう管理を
.個人の敷地から張り出している樹
木は個人の財産になりますので、町で
枝切りなどはできません。道路管理
者として町から所有者に枝切りなど
をするよう依頼します。
.敷地から道路に樹木が張り出して
いると、見通しが悪くなり事故の原因

にもなりかねませんので、樹木を植え
ている方は、敷地から道路に張り出
さないよう管理をお願いします。
問 道路課道路管理班☎（内線）3413

「生涯学習ガイドブック」をご活用ください

.平成25年度版「生涯学習ガイド
ブック」ができました。ガイドブックに
は、皆さんの生涯学習活動をお手伝
いするための情報が満載です。ぜひ
ご活用ください。町施設での配布の
ほか、ホームページからもダウンロー
ドできます。

【掲載内容】
講座の年間予定表
.町などが開催する講座や教室な
ど、学習情報を掲載
出前講座メニュー
.皆さんの指定する場所に町職員が
出向いて、町の仕事や町職員の専門
知識を生かした話をする講座の紹介

× ×

➡

スポーツ施設の抽選予約
　スポーツ施設の利用予約は、ス
ポーツ施設予約システムをご利用
ください。
.当選者は7月末日までに本予約を
してください。末日までに本予約を
しなかった場合は、翌日から空き施
設として開放します。愛川町の施設
を2回無断キャンセルすると半年間
予約ができなくなります。
今月の抽選予約　9月利用分
抽選結果　7月2日（火）
問 スポーツ・文化振興課☎（直通）
285-6958

.6月19日（水）から30日（日）
まで、蔵書点検のため休館し
ます。期間中は、図書の閲覧お
よび貸し出しができなくなり
ます。
.6月5日（水）から17日（月）ま
での間は、図書の貸し出しを１
人8冊まで（CDは2枚まで）と
します。ご不便をお掛けいたし
ますがご協力をお願いします。

図書館　休館

 施設ガイド

第1号公園体育館 毎週火曜日

田代運動公園・
三増公園陸上競技場 毎週火曜日

町民活動サポートセンター 毎週水曜日

文化会館・ラビンプラザ 毎週火曜日

レディースプラザ 25日（火）

図書館
毎週火曜日、1日

（ 土 ）、19日（ 水 ）
～ 30日（日）

郷土資料館 毎週月曜日

今月の休館日・休園日

日 ＝日時.所 ＝場所.人 ＝対象・定員.師 ＝講師・指導.費 ＝費用.物 ＝持ち物.他 ＝その他の事項.申 ＝申し込み.問 ＝     問い合わせ.※人 がないものはどなたでも参加・来場できます。費 がないものは無料です。FAX＝ファクス　 ＝電子メール
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日 ＝日時.所 ＝場所.人 ＝対象・定員.師 ＝講師・指導.費 ＝費用.物 ＝持ち物.他 ＝その他の事項.申 ＝申し込み.問 ＝     問い合わせ.※人 がないものはどなたでも参加・来場できます。費 がないものは無料です。FAX＝ファクス　 ＝電子メール

インフォメーション

　

疲れていませんか？あなたの目

保 健 師 か ら 一 言

■
音
声
版
広
報
あ
い
か
わ　
録
音
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
か
え
で
の
会
」
の
ご
協
力
に
よ
り
、
視
覚
障
害
者
用
に
音
声
テ
ー
プ
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
社
会
福
祉
協
議
会
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
☎
（
内
線
）
３
７
９
２

.最近では、テレビはもちろ
ん、ゲームやパソコンなども身
近になり、目を酷使する機会
が増えました。気が付かないう
ちに、視力が衰えていたとい
う人もいるのではないでしょう
か。身体に悪影響が及ぶこと
もありますので、早めの対策
を立てましょう。

「目の疲れとは」
.「目の疲れ」は、本当に目が
疲れただけなのでしょうか。
.たとえば、沢山の書類に目
を通したとき、長時間のパソ
コン操作をしたときに目がショ
ボショボすることがあります。
きっと、多くの人は目を使いす
ぎたからだと思うでしょう。確
かに一部はその通りです。しか
し、残業や寝不足からくる身
体の疲れ、重くのしかかってく

る責任や、物事がうまく進ま
ないイライラなどからくる精神
的なストレスが「目の疲れ」と
して表れることもあります。

「自覚症状」
.目の疲れの一般的な症状に
は、目がショボショボする、し
みる、乾く感じがする、痛い、
ぼやける、充血しているなどが
あります。しかし、目の疲れの
症状は全身の疲れのサインで
もあるので、頭痛や肩こり、腕
が挙がらないなどの症状が出
ることもあります。
.また、寝つきが悪い、朝起き
るのがつらい、飽きっぽくなっ
た、だるい、熱っぽい感じがす
るなどと感じる人もいます。こ
のような症状は、ほかの病気で
も起こることがあるので正しい
診断を受けることが大切です。

「目の過労を避けるために」
.まず、眼科で視力の確認をし
ましょう。自分が思っているよ
りも視力が衰えていて、眼鏡が
必要になる人もいるでしょうし、
今持っている眼鏡の調整が必要
になる人もいるかもしれません。
.また、正しい姿勢を保つこと
も重要です。姿勢が悪くなると、
首や肩に負担がかかって、肩こ
りや頭痛の症状が出やすくなり
ます。自分の体格に合わせて机
や椅子を調整してください。長
時間のデスクワークや細かい
作業をすることは、体に良いこ
とではありません。作業時間を
短くし、休憩を挟むようにしま
しょう。時には、ぼんやりとす
ることも大切です。遠くの木々
の緑を眺めて、深呼吸してみて
はいかがでしょうか。

 催　し
学びづくり講演会・教育懇話会

.かながわ学びづくり推進地域研究
の一環として、学びづくり講演会と教
育懇話会を開催します。「学力向上と
基本的生活習慣の知られざる関係」
をテーマに講演後、子どもの学力や
家庭生活の改善について、自由な雰
囲気で話し合います。
日 ７月６日（土）午後１時30分～５時 所 

【講演会】文化会館ホール【教育懇話会】

文化会館３階会議室 師 東海大学教授 
小澤治夫さん 申 ６月20日（木）までに、
お電話で申し込みください。
問 教育開発センター ☎（内線）3619

 募　集
平和資料館親子見学会

.未来を担う子どもたちに、戦争の悲
惨さと平和の尊さを伝えるため、平和
資料館の親子見学会を開催します。ぜ
ひ、この機会に戦争や平和について、
親子で一緒に考えてみませんか。

日 7月27日（土）午前8時～午後5時
30分所 川崎市平和館（川崎市中原
区）と昭和館（東京都千代田区）人 町
内の小学校に通う5年・6年生の親子
20組40人（応募多数の場合は抽選）
費 親子1組、300円程度（施設入場
料）他 昼食は町で用意します申 小
学校から配布された参加申込書を
記入の上、6月14日（金）までに小学
校へ提出
問 企画政策課企画政策班☎（内線）
3233
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議室 物 母子健康手帳、問診票、歯ブラ
シ、タオル他 育児について心配のある
方は、保健師・栄養士が相談をお受け
します。むしばいばい教室は、午前10
時から正午ごろまで。開始時間をすぎ
ての入室はできませんので、余裕をもっ
てお越しください。2歳児歯科検診で
は、身長・体重測定も行っています。
対象者には6月上旬に必要書類を送
付しますので、届かない方はご連絡く
ださい。

歯科保健指導 対.象 受け付け

むしばいばい
（虫歯予防）

教室
平成24年
5月生まれ

午前9時
30分～
9時55分

2 歳児
歯科検診

平成23年
5月生まれ

午後１時～
１時45分

平成22年
11月生まれ

午後１時
45分～
2時30分

学んで得する！町民健康講座

.6月から平成26年3月まで、健康
に関するさまざまなテーマで町民健
康講座を開催します。町民の方なら
どなたでも受講できますので、生活
習慣病予防や健康づくりのためにぜ
ひ参加してみませんか。 1講座から
の参加もできますので、多くの方の
参加をお待ちしています。年間予定
表は、健康推進課窓口でお配りして
います。
日 各日午後1時30分～ 3時30分人 
町内在住の方、各講座定員30人物 
健康手帳※お持ちでない方には当日

交付します。申 登録制ですので、健
康推進課へ申し込みください。本年
度一度登録した方は再度登録する必
要はありません。

がん検診の受診券について

.がん集団検診を申し込まれた方に
は、６月中旬に受診券・問診票・便の
検査容器（大腸がん検診を申し込ま
れた方）をお送りします。
.乳がんの集団検診（マンモグラフィ
併用）を申し込まれた方には、11月
上旬に別途、受診券と問診票をお送
りします。
.がん医療機関検診は、７月下旬に
対象者に受診券をお送りします（申し
込み不要）
※ 本年度のがん集団検診の申し込み

は、既に受け付けを終了しています。

食育展を開催します

６月は「食育月間」です。
.食育とは、一人一人が生涯を通じて
健康な生活が送れるように、自分の
食について考える習慣や、さまざまな
経験を通じて、食に関する知識と食
を選択する力を身に付けるための取
り組みです。
.食育に関する町の取り組みや、おす
すめレシピの紹介をする食育展を開
催しますので、食について考え見直し
てみませんか。
日 6月17日（月）～21日（金）所 役場1
階ホール

 保健ガイド
問い合わせは健康推進課へ
☎（内線）3341 ～ 3344

乳幼児の健康診査

.対象者には6月下旬に必要書類を
送付しますので、届かない方はご連
絡ください。健診時間・開場時間は
通知でご確認ください。
所 福祉センター 3階会議室

対.象 期.日 持ち物

4カ月児
（平成 25 年
2 月生まれ）

7月2
日（火）

母子健康手帳、
問診票

10カ月児
（平成 24 年
9 月生まれ）

7月11
日（木）

母子健康手帳、
問診票

1歳6カ月児
（平成 23 年
12月生まれ）

7月12
日（金）

母子健康手帳、
問診票、歯ブラ
シ、タオル

3歳6カ月児
（平成 21 年
12月生まれ）

7月9
日（火）

母子健康手帳、
問診票、歯ブラシ、
タオル、当日の朝
の尿、視力・聴力
の調査票（記入
済みのもの）

すくすく親子健康相談
日 6月24日（月）午前9時30分～ 11
時 所 庁舎分館１階会議室人 就学前
の子とその保護者物 母子健康手帳
申 予約の必要はありませんので、当
日直接会場へお越しください。

ヘルスあっぷ相談

.生活習慣病予防や食事について保
健師・栄養士・看護師による健康相談、
身体測定、体脂肪測定、血圧測定、尿
検査など。
日 6月17日（月）午後1時30分～2時
30分 所 福祉センター３階会議室 人 
町内在住の方 申 予約の必要はありま
せんので、当日直接会場へ。

お子さんの歯科保健指導

日 6月27日（木）所 福祉センター3階会

日程 テーマ 講師 会場

6月20日
（木）

栄養と免疫
～体を守る仕組みと食の関係～

神奈川工科大学.
教授

福祉センター
3階会議室

7月25日
（木）

血管を柔らかく保ちましょう
心臓病の予防について

愛川北部病院.
医師

役場4階
会議室

9月5日
（木） 心と体を元気にするコツ

かながわ健康財団
心理相談員・アロマ
アドバイザー

役場4階
会議室

10月17日
（木）

いつまでも若々しく！
食事とお口の健康について

町管理栄養士・
歯科衛生士

新保健センター
1階多目的室

■町民健康講座（前半一覧）
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サポセン
み ん な の

あいかわ町民活動サポートセンターに
登録している団体を紹介します

　
　生け花は、日本の豊かな自然、日本人の感性と美意識
によって生まれた芸術です。
　愛川華道協会は、昭和57年に発足し、会員相互の交流
を図りながら、日本の伝統文化を学び、地域における伝
統文化の推進を目指し活動する団体です。
　平成21年から文化庁委嘱事業として、平成23年から
は当協会事業として「伝統文化こども教室」を実施してい
ます。こども教室は、小学生から高校生までの子どもた
ちを対象に、生け花を通じて日本の文化に触れ、人や物
に対し、日本人ならではの優しい気持ちと、繊細で優雅
な心を培ってもらえるよう実施しています。
　「植物に触れたり、仲間と交流したりすることで、今
までの生活に変化が生まれ、人生を美しく彩ってくれま
す。例えば、バランス感覚を習得できますし、仲間との共
感・共鳴の感動を体験できます。また、植物に息づく季節
感や自然の偉大さにふれることで心身が癒されます」と
語る代表の原さん。指導する会員の皆さんは「子どもた
ちへは、技術だけではなく、華道を通じて一生懸命に取
り組む姿勢、集中力や忍耐力の大切さなどを指導してい
ます。ルールを学ぶことで、礼儀作法も身に付き、自然と
日常生活でも実践できるようになっていきます」と話し
ます。大人になっても生け花を続けて欲しいと、皆さん
は思いを一つにしています。
　「テレビゲームより、お花を生ける方が楽しいです！」
と答えてくれたのは、こども教室に参加した小学生た
ち。生きる花を扱うことで、命の尊さを知った彼らの心
には、大きな愛情と優しさが芽生えることでしょう。
　「花遊びアレンジ教室」などの講座や展示会なども開催
しています。活動に関心がある方は、右記までお問い合わ
せください。

愛川華道協会
～花と人　伝統文化に触れて～

サ
ポ
セ
ン
運
営
委
員
が
決
定
し
ま
し
た
！

　
運
営
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、新
た
に
10
人

の
運
営
委
員
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
新
体
制
の
も
と
、サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
も
心
機

一
転
。皆
さ
ま
に
、よ
り
一
層
利
用
し
や
す
く
、登

録
団
体
の
活
動
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
な

事
業
を
実
施
し
ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

【 

新
運
営
委
員（
敬
称
略
）】

平
本
幸
一（
運
営
委
員
長
）、小
倉
理
男（
副
委
員

長
）、田
巻
真
理
、渡
邊
基
、辻
陽
子
、藤
本
弘
、榎

本
美
幸
、土
井
幸
子
、田
中
伸
一
、吉
川
眞
志

サ
ポ
セ
ン
登
録
団
体
活
動
発
表
会

　
現
在
、サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
に
は
、約

１
２
０
団
体
が
登

録
し
て
お
り
、ま
ち

づ
く
り
や
青
少
年

育
成
、保
健
福
祉

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
か
ら
、

数
団
体
が
活
動
内
容
や
成
果
の
発
表
を
行
い
ま

す
。当
日
は
、情
報
交
換
の
場
と
し
て
も
ご
活
用

い
た
だ
け
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

日
６
月
29
日（
土
）午
後
１
時
30
分
〜

所
庁
舎
分
館
１
階
会
議
室

問
あ
い
か
わ
町
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎（
２
０
５
）１
３
２
３
FAX（
２
０
５
）１
３
２
４

昨年の様子

「伝統文化こども教室」
日時◆平成26年3月までの第1土曜日（月1回）
...午前10時～正午
会場◆レディースプラザ
対象◆小学1年生～６年生.
費用◆1回600円程度（材料費：花代）
問 愛川華道協会  代表  原多寿子☎285-1802
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つつじまつりを開催

座間自衛隊愛川協力会
防衛大臣から感謝状

　座間自衛隊愛川協力会では、
東日本大震災に際して派遣され
た自衛隊員に「少しでも、災害の最前線で活動している隊員の
助けになれば」と、栄養ドリンクやお茶などの物資を送りまし
た。この好意が隊員を支援し士気高揚に寄与したとして、防
衛大臣から特別感謝状が贈られ、５月７日に町長へ報告に訪
れました。
　座間自衛隊愛川協力会は、日頃から自衛隊との相互理解と
親睦を図り、自衛隊の発展のため支援する活動をしています。

　好天に恵まれた4月29日、県立あいかわ公園で、「つつじま
つり」が開催され、約2万5千人の来場客でにぎわいました。
　会場では、手すき和紙や組ひもづくりなど、町の伝統工芸
の体験教室や、各種模擬店が出店されたほか、愛川高校生に
よる和太鼓の迫力ある演奏や町内の子どもたちのダンスなど
も披露され、来場者から盛んな拍手が送られていました。ま
た、観光キャラクター「あいちゃん」とのジャンケン大会や写
真撮影なども行われました。
　来場者は40種4万本を超えるツツジが咲く公園の散策や、
町郷土資料館・県工芸工房村の見学など、思い思いに爽やか
な春の一日を楽しんでいました。

左から　市川福幸副会長、市川勝彦会長、
山田町長、馬場輝芳副会長

春の叙勲　古座野一夫さんが
瑞宝単光章を受章

　5月3日、農林まつりとリ
サイクルマーケットが開催
されました。
　農林まつりでは、これか
らシーズンを迎える草花や
野菜の苗などの即売、農産
物や林産物の即売、模擬店、
木工教室、ステージイベント
など、さまざまな催しが行わ
れました。花の寄せ植えを
学ぶガーデニング教室や、お
米のすくい取りには、大勢の
方が参加していました。
　同時開催のリサイクル
マーケットでは、熱心に掘
り出し物を探す姿が見ら
れ、物を大切にする心を
育む催しとなりました。

農林まつり、リサイクルマーケット
を開催

　春の叙勲受章者として、元日本郵政公社職員古座野一夫
さん（田代）が瑞宝単光章（郵政業務功労）受章の栄に輝きま
した。
　古座野さんは、昭和38年に愛川郵便局（現：愛川田代郵便
局）へ入職、以来40年間、郵便配達などに従事され退職後も
10年間にわたり郵政業務に尽力されました。



あいかわカレンダー
1 （土）.

2 （日）当番医：愛川北部病院

3 （月）議会本会議（1日目）..消費生活相談

4 （火）議会本会議（2日目）..4カ月児健康診査

5 （水）議会本会議（3日目）

6 （木）消費生活相談

7 （金）法律相談

8 （土）

9 （日）当番医：愛川北部病院

10 （月）消費生活相談

11 （火）3歳6カ月児健康診査

12 （水）司法書士法律相談

13 （木）行政書士相談...消費生活相談...
10カ月児健康診査

14 （金）議会本会議（4日目）..人権・行政こまりごと相談.
1歳6カ月児健康診査..

15 （土）

16 （日）当番医：和田医院

17 （月）消費生活相談..ヘルスあっぷ相談.

18 （火）町長と話し合うつどい

19 （水）多重債務相談

20 （木）町長と話し合うつどい..法律相談...
消費生活相談

21 （金）

22 （土）

23 （日）当番医：さくらクリニック.

24 （月）町長と話し合うつどい..消費生活相談....
すくすく親子健康相談

25 （火）

26 （水）交通事故相談..かなちゃん手形出張販売

27 （木）
町長と話し合うつどい..消費生活相談....
むしばいばい教室..2歳児歯科検診...
かなちゃん手形出張販売

28 （金）かなちゃん手形出張販売

29 （土）休日納税・相談窓口

30 （日）休日納税・相談窓口
当番医：愛川北部病院

No.606

今月の日曜・祝日当番医
診療時間◆午前9時～11時30分、午後2時～4時30分

2日 愛川北部病院  ☎284-2121

9日 愛川北部病院  ☎284-2121

16日 和田医院  ☎281-3688

23日 さくらクリニック  ☎284-1002

30日 愛川北部病院  ☎284-2121

その他の
休日

厚木市休日夜間急患診療
所（メジカルセンター）  ☎297-5199

※ 都合により変更する場合がありますので、電話で確
認してからお出掛けください。
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切り取ってもお使いいただけます。

5 月1日現在の人口と世帯（.) 内は前月比 
■人口42,298 人（9）：男22,030 人（30）.女20,268 人（−21）
■世帯数 17,657 世帯（35）
※住民基本台帳搭載人口・世帯数

.中津下谷地域
の「 しょうぶ の
里 」で は、 ハナ
ショウブが6月上
旬から中旬にか
けて見ごろを迎
えます。
.ハナショウブ
は約200メートルの用水路沿いに植えられており、さ
らさらと流れる水音とともに、訪れる人を楽しませて
くれます。

見ごろを迎える
「しょうぶの里」

毎年６月に開催している
「あいかわ健康の日」は、
新保健センターが工事中
のため実施しません
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